
          � 令和5年度採択案件の実証内容・成果



実証内容・成果（サマリ）

６－４－１．「スポーツ」テーマの実証内容・成果

「スポーツ」テーマはパラ・ニュースポーツ体験機会の提供を通じ、運動習慣の無い層への習慣

定着、パラスポーツの新規層参画への寄与を検証し、用具開発改良案件も成立しました

実証実験の概要 実証実験の成果

パラ・ニュースポーツを活用したスポーツ機会の提供による運動

習慣の無い層の継続的な運動習慣定着、パラスポーツへの

新規層の参画促進への寄与度合を検証

• 運動習慣の無い人の参加率：100%：27%と未達

• イベントの継続参加率（運動継続意向者含む）：50%

以上：上記の運動習慣の無い27%の人数を分母とした

際に89%

• パラスポーツの経験が無い人の参加割合：ダイバーシティス

タイルへの参加者のうち40%以上：65%

パラ・ニュースポーツの体験イベントを毎月開催し、運動習慣の

定着及びパラスポーツへの新規層の参加促進に対する寄与

度を検証。また、区内ものづくり企業と協業でスポーツ用具の

開発改良を進め、区民の運動習慣定着に寄与するか検証

実施内容

• スポーツ振興課と協議のもとイベント設計等を決定し、9月

から「墨田ニュースポーツフェス」という名称にて、ターゲットの

セグメント別に3テーマに分けてイベントを月次で開催

• 3月初旬までイベントを実施するとともに、並行して参加者

向けのアンケート実施・分析を実施

• 令和6年度にニュースポーツ製品のプロトタイプ開発に向け

て、令和5年度は対象競技の選定を実施（「ピックルボー

ル」・「スクエアボッチャ」のコートマット、「モルック」の用具を、

複数の区内企業と連携のうえ開発予定）

スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

• 月1回、墨田区内のスポーツ施設・SICで、

パラ・ニュースポーツの体験会を参加費無料

で開催

• 出逢いに繋がる”あいスポ”、競技人口の少

なさから誰でも日本代表を目指せる”日本

代表”、障害の有無にかかわらず楽しめる”

ダイバーシティ”の3テーマを切り口に集客

スポーツ機会の提供（イベント開催）スポーツの選定・イベントの設計

スポーツ機会として提供する

パラ・ニュースポーツのイベント設計を行う

効果検証

体験会を通じた

効果検証を実施

アンケート+実測値

体験会参加者へのアンケート

及び実測値をもとに、パラス

ポーツの体験機会に新規層の

参画を促進できたか、運動習

慣が無い層が運動を継続でき

たか（イベントに継続参加した

か、継続意向を持ったか）を

検証

墨田区 BAKUAGE

区内企業 各競技団体

イベント内容の

検討・協議

スポーツ選定開発改良の検討

競技団体参加者

あいスポ 日本代表 ダイバーシティイベントテーマ

無料

提供 BAKUAGE

監督

実証設計、準備
成果

報告

実証期間、効果分析

（月1回・3テーマでイベント開催）

効果

分析

来年度

準備

• フィールド：区内スポーツ施設、墨田区産業共創施設

• モニター：運動習慣の無い墨田区在住・在勤の成人

実証目的

効果測定の

指標（KPI）

実証内容

実証フィールド・

モニター

主要な成果

• イベントに参加した運動習慣の無い層は、運動の継続意

向が89%であり、ニュースポーツは運動習慣が無い層の運

動継続意向の内発的動機付けに資することが分かった

• パラスポーツを「ダイバーシティスポーツ」という切り口にしたと

ころ、パラスポーツの経験が無い⼈の参加を促すことができ

た



実証内容・成果（参考資料）

６－４－１．「スポーツ」テーマの実証内容・成果

参考：「墨田ニュースポーツフェス」の様子

日本代表テーマ

• 競技人口が少なく、日本代表選手を目指しや

すい競技を体験できるイベント

• 回を重ねるごとに上達を実感し、大会等に向け

て継続参加する可能性が高まると想定

あいスポテーマ ダイバーシティテーマ

• 恋人や友達づくり等の目的で、カジュアルに

ニュースポーツを体験できるイベント

• カジュアルな空間とニュースポーツのかけ合わせに

よる運動障壁の低下や、イベントを通じて知人

ができることで継続参加する可能性が高まると

想定

• 多世代の方と交流しつつ、大人からこどもまで

ニュースポーツを楽しめるイベント

• 障害の有無にかかわらず家族一緒に参加でき

る場を提供することで、運動機会を持てない方

でも継続参加する可能性が高まると想定

• また、パラスポーツへの新規層の参加も促進

パラダンス スクエアボッチャスクエアボッチャYOU.4(ユーフォー)



実証内容・成果（参考資料）

６－４－１．「スポーツ」テーマの実証内容・成果

参考：開発改良パターンの進捗状況

進捗等

• 令和6年度にニュースポーツ製品のプロトタイプ開発を予定

• 令和5年度は対象競技の選定を実施し、「ピックルボール」・「スクエアボッチャ」のコートマット及び「モルック」のゴム製カバーを開発する方

針に決定した

※写真はイメージ

協業先：東商ゴム、石井精工

• ボーリングのように並べた木製のピンに対し、

木製の棒を下手投げし、倒したピンの点数で

得点を競うスポーツ

• 木製の用具には耐久性に難があり、小さい

子供には危険である、室内で練習できないと

いう側面からも、ゴム製のカバー（オプション

製品）を開発する想定

モルックピックルボール

協業先：ナガセケンコー

• バドミントンコートと同じ広さのコートで板状の

パドルを使い、穴あきのボールを打ち合うスポー

ツ

• 穴あきボールは風の抵抗を受けて速度が弱ま

る為、年齢問わず楽しめることから、アメリカで

は競技人口伸び率が最も高い水準

• 広く普及できるよう、場所を選ばず競技がで

きる可動式のコートマットを開発する想定

スクエアボッチャ

協業先：ナガセケンコー

• 目標球と呼ばれる白いボールに、4チームがそ

れぞれカラーボールを6球ずつ投球し、いかに目

標球に近づけるかを競うスポーツ

• これまでナガセケンコーが普及啓発を行ってき

た

• 広く普及できるよう、場所を選ばず競技がで

きる可動式のコートマットを開発する想定



実証内容・成果（サマリ）

６－４－２．「文化」テーマの実証内容・成果

「文化」テーマでは、MR音声アトラクションの提供が美術館の新規誘客効果・関心度の向

上に資すると実証できたため、来年度は実装に向けて継続性ある仕組みを検証予定です

実証実験の概要 実証実験の成果

実証設計 成果報告
コンテンツ作成

実証準備

実証

期間

効果

分析

実施内容

• 美術館、文化芸術振興課との協議のもと設計検討

• 11/28(火)～12/13(水)に、美術館にて”没入型音響アト

ラクション「北斎の足跡」”という名称で、北斎が制作時に

見た風景・音等を追体験できるアトラクションを提供

• ホワイエに北斎の作品を印刷したパネルを6枚設置。位置

情報を基に自動で音声が流れる眼鏡型デバイスを装着し

パネルの前に立つと、両国喬から富士山へと徐々に近づき、

北斎が制作時に見た景色についてナレーションが解説

• アンケートの分析は完了。満足度等の全ての指標を達成。

実装に向けた前向きなコメントも多数受領

来年度

準備

スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事前のプロモーションを実施のうえ、美術館の

ホワイエにて無料の音声アトラクションを提供

音声アトラクションの提供音声アトラクションの設計・開発

GATARIと文化芸術振興課（美術館）で

協議し、音声アトラクションを設計・開発

実測した来館者数割合や体験者アンケートを通じ、

新規ユーザーの動機付けへの寄与の程度を検証

4階ホワイエ

GATARI

文化芸術振興課・

すみだ北斎美術館

検討内容（例）

コンセプト・世界観

の検討

空間の選定

解説スクリプトの

制作・収録

BGMの選定

提供方法・時期の

検討

効果検証

アンケート結果分析を通じた

次年度実証・実装の検討

アンケート

コンテンツの継続的な実装の

仕組みの検討

GATARI

北斎が作品制作時に

見た景色を追体験でき

る内容を、日本語/英

語音声で解説

デバイス
体験者

作品を印刷したパネル

MR技術を活用した多言語音声アトラクションの提供を通じ、

美術館への新規層の誘客効果、北斎や浮世絵への関心度

向上、美術館における継続性ある仕組みを検証

実証目的

新規層の誘客効果・満足度に資するKPIをすべてを達成

• 目標参加人数：目標100名、結果227名

• コンテンツ自体の満足度：目標80%、結果88.7%

• 来館総合満足度：目標70%、結果94.3%

• 再訪意欲の向上：目標70%、結果89.2%

• 地域回遊意欲の喚起度合：目標50%、結果84.6%

• システムが問題なく稼働するか：目標99%、結果100%

効果測定の

指標（KPI）

すみだ北斎美術館におけるMR技術を活用した多言語音声

アトラクションの提供を通じ、新規層の誘客効果・来館満足

度・再訪意欲・北斎や浮世絵への関心度が向上するか検証

実証内容

実証フィールド・

モニター

• フィールド：すみだ北斎美術館

• モニター：すみだ北斎美術館の新規来館者

主要な成果

• 美術館の新規層を誘客し、高いコンテンツ満足度・来館

満足度を実現。再訪意欲も喚起

• 期間中システムは問題なく稼働



ホワイエ

美術館4階配置図

実証内容・成果（参考資料）

デバイス

専用のiPhone端末を首か

ら提げ、メガネ型のオーディオ

デバイス（BoseFrames）を

かけることで、iPhoneで取得

し た 位 置 情 報 を も と に

BoseFramesから音声が流

れる

会場、コンテンツ

集客

• 外国人向けに英語の案内

文を併記したチラシを作成

• 申し込みはPeatix（イベン

トチケット申し込み用サイ

ト）を使用し受付

• 美術館の館長が東京東

信用金庫 澁谷会長であ

ることから、職員への宣伝

を依頼。区内大学等への

声掛けも実施

ホワイエに北斎の作品を印刷したパネルを6枚設置。位置情報を基に自動で音声

が流れる眼鏡型デバイスを装着しパネルの前に立つと、両国喬から隅田川を上り、

浅草本願寺、日本橋、箱根、富士山へと徐々に近づき、北斎が制作時に見た景

色についてナレーションが解説。作品にまつわる音（お寺の鐘の音など）も聞こえて

くる

６－４－２．「文化」テーマの実証内容・成果

参考：音声アトラクションの体験風景等



実証内容・成果（サマリ）

実証実験の概要 実証実験の成果

XR(複合現実)プラットフォームを活用した防災行動変容ワーク

ショップによる、防災訓練への新規層の参画促進、防災意

識の向上、継続性ある仕組みを検証

新規層の参加・防災意識変容に資するKPIをすべてを達成

• ワークショップ参加人数：目標10名、結果10名

• ワークショップ継続参加意向：目標50%、結果90%

• ブース体験者数：目標30名、結果41名達成

• 地域防災への理解・主体意識：ワークショップ参加者の100%

が向上、ブース体験者の95%超が向上

• XRが防災活動へ寄与したと考える割合：目標50%、結果

95%

区内中学生へ防災訓練のアイデア出し・XRコンテンツ制作の

ワークショップを提供し、アウトプットを総合防災訓練で発表。

本取組が新規層の参加、防災意識変容に寄与するか検証

• フィールド：墨田区総合防災訓練

• モニター：錦糸中学校生徒、総合防災訓練ブース体験者

実施内容

• 10/14(土)・10/15(日)の２日間で錦糸中学校生徒へワー

クショップを提供。防災課・千葉大学から防災知識、

STYLYのファシリテーター・区内大学生からはXR作成方法

をインプットし、グループ別に防災訓練のアイデアを模造紙

にまとめ、XRで災害を再現するコンテンツを作成し、グルー

プごとに発表

• 11/19(日)の総合防災訓練にブースを出展。ブース参加者

に、防災訓練のアイデア・XRコンテンツを説明

• アンケート分析の結果全てのKPIを達成し、XR×ワーク

ショップが防災訓練への新規層参加促進、防災意識向

上に資することを実証。エコシステム構築を見据えた前向

きな意見も多数受領

実証設計 成果報告
コンテンツ作成

実証準備
実証期間

効果

分析

来年度

準備

錦糸中学校の生徒を
モニターとして募集

ワーク

ショップ

総合

防災

訓練

スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実証目的

効果測定の

指標（KPI）

実証内容

実証フィールド・

モニター

６－４－３．「防災」テーマの実証内容・成果

「防災」テーマは、XRが防災訓練への新規層の参画促進、防災意識向上に資する可能性

を実証できたため、来年度は継続性ある仕組みの検証に注力する想定です

主要な成果

• 防災訓練の新規層の参加を促進

• ワークショップ・総合防災訓練の各モニターにおいて、参加

前後で地域防災への理解や防災への主体意識が向上

• 防災訓練での体験者の大半がXRの防災活動への寄与

を認識

区内中学生のXRコンテンツ及び防災訓練の

アイデアを総合防災訓練にて発表

総合防災訓練での発表ワークショップの実施

モニターの中学生へ大学・墨田区防災課より

防災知識を伝達、XRコンテンツ制作は区内

大学生がフォロー

効果検証

防災訓練を通じた

効果検証を実施

アンケート

ワークショップに参加した中

学生と、総合防災訓練での

体験者へのアンケートを用い

て、満足度や防災意識の変

化、活動継続の意向等を

調査し、XRが新規層の参

画促進、防災意識の向上

に資するか検証

総合防災訓練

中学生参加者

区報への掲載や墨田区各種SNS等による

広報、モニターの在籍中学校での宣伝を実施

防災知識

提供

墨田区 STYLY

千葉大学区内

中学生

協業

討議

区内

大学生

フォローワーク

ショップ

提供

XR作成

フォロー

防災

知識

提供



ワークショップ
概要

• 錦糸中学校内で参加を希望した生徒向けにワークショップを2日間に渡って実施（STYLYの委託先スタッフが進行役）

• 生徒は3～4名ずつ、3つのグループを組成。サポート役は千葉大生が務めた

• 防災課、千葉大学の防災を専門とされる教授により、防災に係る知識やハザードマップ等の資料を生徒へ提供。千葉大生の補助の

もと、XRコンテンツの作成及びXRを活用した防災訓練のアイデア検討を実施。各グループで防災訓練アイデアを模造紙にまとめ発表

• ワークショップの流れはグラフィックレコードにて記録

実証内容・成果（参考資料）

ワークショップの様子、グラフィックレコード 発表の様子

防災課職員から

防災知識の提供
グループ別に討議

模造紙作成XR作成

他グループのXRを体験

グループ別に発表

６－４－３．「防災」テーマの実証内容・成果

参考：ワークショップの様子



実証内容・成果（参考資料）

ブース 式典

総合

防災訓練

概要

• 中学生が、総合防災訓練のブースに立ち寄った方を対象にXRコンテンツの体験を促し、訓練のアイデアを説明

• 同日に墨田区総合体育館にて開催された式典では、成果物と作成経緯について発表し、ブースへの誘客を実施

• 錦糸中学校の先生方より「防災活動に関わるだけでなく、先端技術を用いて防災について考える機会は貴重。加えて、生徒にスポッ

トライトがあたる発表機会があって良かった」と前向きなコメントがあった

６－４－３．「防災」テーマの実証内容・成果

参考：総合防災訓練の様子



実証内容・成果（サマリ）

実証実験の概要 実証実験の成果

GPS搭載IoT端末×グループチャット*1活用による「要支援者

の着実かつ迅速な避難行動の実現」の検証（要支援者個

別避難支援プラン*2の実効性の検証）

• プランの実効性向上：プラン作成者の支援者の避難に対す

る意識変容があり、向上したと言える

• 避難行動完了率100%、避難所要時間30分以内*3を達成

• システム動作：目標100%、結果25％

• 要支援者の心理的不安の緩和：訓練前後で向上し、且つ

7点中平均4点以上を達成（支援者は一部未達）

令和5年度にプランを作成する重度障害者の方及び町会の

要支援者を対象に、サービスを活用した避難訓練を実施し、

プランの実効性及びサービス有効性を検証

• フィールド：重度障害者モニター1名の第一避難所までの区域、

立花二丁目仲町会の避難区域

• モニター：重度障害者モニター1名及びその親族/立花二丁目

仲町会の支援者及び要支援者

*1 以下、サービス｜*2 以下、プラン｜*3 過去の水害時の水害到達時間30分を指標として設定

実施内容

• 当初、重度障害者をモニターとする想定で候補者に声掛

けを行ったところ、令和5年度にプラン策定予定であった重

度障害者の母数が少なかったこと、協力的な方が1名の

みであったことから、重度障害者1名に加え町会の要支援

者8名もモニターとすることを決定

• 町会の要支援者は実際の避難行動を伴う訓練を実施。

要支援者がIoT端末を所持し、支援者が自宅まで迎えに

行き、第一避難場所（訓練においては立花吾嬬の森小

学校）までの避難時間を計測し、避難行動の完了率

100%、目標時間内の避難を達成

• 重度障害者の方が避難行動及び避難所で生活するため、

専門家の助言のもとプランに必要な観点を追加のうえプ

ラン内容を更新し、机上訓練を実施

避難支援サービスの設計・開発 避難訓練の実施 プラン修正・効果検証

実証実験のモニターの状況に合わせ、

避難支援サービスの設計・開発を実施

IoT機器×グループチャットサービスを活用し、

目安となる時間内に避難可能か実証
実証結果・課題をもとにプランを修正

訓練における避難行動の完了率・所要時間、要支援者/支援者の心理的不安が緩和したか検証

※重度障害者のモニターについては体の負担を考慮し、机上訓練にて上記をシミュレーション。

専門家の助言を用いプランを更新のうえ、プランの実効性が向上したか、心理的不安が緩和されたか検証

モニター選定

要支援者 支援者

VALUE

CARE

障害者

福祉課

IoT端末×グループチャット

の仕組みを設計・開発

千葉大学

防災、障害の知見共有

適宜

情報共有

避難所への

避難を実施

要支援者 支援者

通知

救護

所有

所要時間計測
ヒアリング・アンケート

要配慮者個別

避難支援プラン
（修正版）

R6以降対象者

対象者拡大や

デバイス改良を実施
実証設計

成果

報告

避難訓練

内容検討、

実証準備

実証

期間

効果

分析

来年度

準備

重度

障害者
町会

モニター選定

スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実証目的

効果測定の

指標（KPI）

実証内容

実証フィールド・

モニター

主要な成果

• プランの実効性が向上

• GPS搭載IoT端末×グループチャットを活用した避難訓練

において避難行動完了率・所要時間の目標を達成

• プラン更新と避難支援の仕組みにより要支援者の心理

的不安が緩和

６－４－４．「地域福祉」テーマの実証内容・成果

「地域福祉」テーマは、GPS搭載IoT端末×グループチャットの活用により要支援者の着実

かつ迅速な避難行動を実現できるかを避難訓練を通じて検証し、有効性を確認できました



実証内容・成果（参考資料）

IoTデバイス×見守り猫さん（1/2）

• GPS搭載IoT端末は、端末単体で3分間隔でサーバーと通信し、端末所持者の要支援者の位置情報を送信

• 墨田区の災害情報通知をサーバーが受信。当該通知をトリガーに、支援者のLINEグループ（サービス名称＝”見守り猫さん”）に災害情報、要支援者

の位置情報、避難行動の指示を自動送信

要支援者＆ GPS搭載IoT端末

LINEグループ

災害通知メール

クラウドサーバー

① GPS位置情報を送信

※3分間隔で送信し続ける

② すみだ安全・安心メール

③ ②のメール受信を起点

にして、①で蓄積している

最新のGPS位置情報と防

災情報をLINE通知

④ 避難対応

６－４－４．「地域福祉」テーマの実証内容・成果

参考：GPS搭載IoT端末×グループチャットの仕様等



実証内容・成果（参考資料）

IoTデバイス×見守り猫さん（2/2）

ステップ③

災害警戒レベル3通知受領、避難

• LINEグループにて通知を受領後、支援

者は要支援者の居場所まで迎えに行き、

避難行動をとる

ステップ①

災害警戒レベル1通知受領、支援立候補

• 災害警戒レベル1の時点で、要支援者

の個別情報カードがLINEグループに表示

され、対応できる支援者が立候補

• 立候補は、”避難対応します”ボタンを

タップすることで完了

ステップ②

マッチング

• LINEグループからアクセス可能なマップ上

に、GPS搭載IoT端末を所持している支

援者がマッピングされている

• 支援者と要支援者がマッチングすると、

赤いアイコンが青色に変化

６－４－４．「地域福祉」テーマの実証内容・成果

参考：GPS搭載IoT端末×グループチャットの仕様等



実証内容・成果（参考資料）

避難訓練

概要

• 事前準備として、町会の要支援者モニターへIoT搭載GPS端末を貸与。支援者でLINEグループチャットを組成し、要支援者の位置情

報通知及び災害情報通知が届くよう設定

• 支援者がLINEグループチャット上で要支援者とマッチングした後、自宅に迎えに行き、避難所までの避難を実施するシナリオを作成

時刻 10:00 10:10 10:20 10:30～11:00 避難時間計測

事象 避難情報：警戒レベル1

早期注意情報（気象庁発令）

台風、大雨等で水害が発生すること

が予想される

避難情報：警戒レベル2

大雨、洪水、高潮注意報（気象庁

発令）

避難所開設事前通知 避難情報：警戒レベル3

高齢者等避難「要支援者避難開

始」（墨田区発令）

避難所開設通知（墨田区発令）

支援者

の行動

マッチング

LINEグループにて通知受領。各自自

宅にて、要支援者GPS位置を確認し、

LINEグループで支援対応可否及び対

応支援者の確定

事前連絡

LINEグループにて通知受領。担当す

る要支援者に電話で「非常時持ち出

し品の点検依頼」及び「今後の避難

予定」を連絡

LINEグループで通知を受領 避難開始

LINEグループにて通知受領。要支援

者へ、避難を開始する旨を連絡。

各自宅から要支援者宅へ移動し、第

一避難場所へ避難

要支援

者の

行動

自宅で気象情報に注意、情報収集 支援者から電話を受ける。GPSと非

常時持ち出し品を点検。水位及び気

象情報の収集。避難行動の確認
ー

支援者から電話を受ける。GPSと非

常時持ち出し品を準備し、支援者が

自宅に来るまで待機。支援者と一緒

に第一避難場所へ避難

画面

６－４－４．「地域福祉」テーマの実証内容・成果

参考：町会モニター向け避難訓練内容



実証内容・成果（参考資料）

• 重度障害者モニターより、避難場所での生活に不安を感じるとの意見を受領していたため、墨田区の避難

場所の設備、用意されている備品等の実態を調査し、資料化のうえモニターへ説明

• VALUECAREと防災・福祉の専門家（大学教授）がモニターへの聞き取りを行い、避難場所、避難経路、

避難時の持ち出し用品、避難場所での過ごし方について、既存の個別避難計画よりも有効性の高い内

容を検討。個別避難計画更新案として整理し、モニターへ説明

個別避難支援計画の更新 机上避難訓練の実施

• 支援者（親族）がIoTデバイスとグ

ループチャットを使用して避難を支援

するシナリオにて訓練案を作成

• モニターのご体調を考慮し、机上にて

訓練を実施

設備一覧表を整理 備品関連情報を整理

避難経路を更新 持ち出し用品を更新 避難所での過ごし方を追加

時間 事象等 支援者の

行動

要支援者

の行動

10:00 警戒

Lv.１

支援者にて組成

したLINEグループ

に情報通知。対

応支援者確定

気象情報

に 注 意 し

情報収集

10:10 警戒

Lv.2

要支援者へ「非

常時持ち出し品

の点検依頼」及

び「今後の避難

予定」を連絡

支援者 か

ら 連 絡 を

受け、GPS

と 非 常 時

持 ち 出 し

品を点検

10:20 避難所

開設事

前通知

墨田区避難所

開設事前通知

受領

同左

10:30 警戒

Lv.3

要支援

者避難

開始

要 支 援 者 へ自

宅へ訪問する旨

を連絡

支援者 か

ら の 連 絡

を 受 け 、

GPSと持ち

出 し 品 を

準 備 し 、

待機

避難場所を更新

６－４－４．「地域福祉」テーマの実証内容・成果

参考：重度障害者モニター向け避難訓練内容



実証内容・成果（サマリ）

６－４－５．区内学生枠の実証内容・成果

「区内学生枠」は開発したワークショップにより、参加者の興味喚起に繋がる教育効果の

可能性を検証できました。来年度はビジネスモデルの検証に注力する必要があります

実証実験の概要 実証実験の成果

実証目的
協業により開発した教材・ワークショップの教育効果とビジネス

モデルの検証

効果測定の

指標（KPI）

下記がワークショップ前後で向上するか計測し、いずれも向上

• 参加者の防災への意識・理解：平均51.8ポイント向上

• 数学への関心・学習意欲：平均40.3ポイント向上

• 地域への関心：平均46.1ポイント向上

実証内容

小中高生を対象に防災×ものづくりワークショップを提供。防

災への意識や、数学の学習意欲向上、ものづくり（地域）

への興味喚起等の教育効果が見られるか検証

実証フィールド・

モニター

• フィールド：墨田区産業共創施設

• モニター：区内の小中高生・保護者

実施内容

• 数学カフェ、千葉大学、九州大学と協業で数理シミュレー

ション教材を開発

• 11/11(土)・11/12(日)にワークショップを開催

• ワークショップでは、防災知識と避難所における課題をもと

に、数理シミュレーションによる避難所の快適性のシミュレー

ションや、避難所生活を快適にするグッズのアイデア出しな

どのグループワークを実施

• アンケート結果より、保護者からは「子供が数学を楽しく学

べたと言っており良かった」等の回答があり、当該ワーク

ショップは、参加者の防災・ものづくりへの興味喚起、数

学の学習意欲向上、保護者の満足に資する可能性があ

るという結果を得られた

• 一方、ビジネスモデルの検証にまでは至らなかった

スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実証設計 成果報告ワークショップ設計、準備
実証

期間

効果

分析

来年度

準備

11月に小中高生向け防災×数学

のワークショップを提供

ワークショップの実施 効果検証

防災への意識や数学の学

習意欲が向上する等の教育

効果が見られるか、アンケー

トをもとに検証。これを基に、

来年度に向けた検討を実施

区内企業

素材、

カード情報

提供

ワークショップの設計

防災×数学のワークショップと

ビジネスモデル(初期仮説)の設計を行う

墨田区 Spice

ワークショップ

内容の検討

協業打診

ビジネスモデ

ルの検討

協業打診

大学

参画打診

区内企業

素材提供の

依頼

大学

アンケート

来年度実証実験プラン

ビジネスモデル案墨田区

小中高生向け防災×ものづくりワークショップ

11/12(日)11/11(土)
小5～中2向け 中3～高3向け

参加者
Spice・

数学カフェ

ワークショップ

の提供

防災知見提供
墨田区の防

災情報提供

主要な成果 • ワークショップのテーマに対し、参加者の関心度が向上



実証内容・成果（参考資料）

６－４－５．区内学生枠の実証内容・成果

参考：ワークショップ関連資料

プログラム

概要

• 小中高生向けにワークショップを実施（一般社団法人Spiceのスタッフが講師・進行役）

• 防災知識と避難所における課題を参加者へ提供。 2~3名のグループに分かれ、避難所生活を快適にするグッズのアイデアを出しても

らう。数理シミュレーションによって、どのグッズを導入すると快適度が増すかシミュレーションのうえ、グッズを1点に絞る。ものづくりの素材

及び当該素材を使用した製造を行う区内ものづくり企業情報を記載したカードをもとにグッズの仕様を検討。各グループで発表を実施

プロセス①

防災に係るインプット

• 産業振興課から、墨田区の防

災・避難所に係る現状を共有

• 大学から防災に係るオンライン

講義を提供

プロセス②

数理シミュレーションの実施方法をインプット

• 数学カフェより数理シミュレーションの使用方法を説

明。避難所に水・食べ物・ベッド等を設置すると、避

難者の快適度が変化し、直感的なタッチ/クリック

操作で避難所に必要な物品をシミュレーションできる

プロセス③

ものづくりに係るインプット

• ものづくりの素材及び当該素材を使用した

製造を行う区内ものづくり企業の情報を記

載したカードを参加者に配布

• この際、ものづくり企業から提供を受けた実

物の素材を触ってみるアクティビティを実施

生き延びるのに必要

あると生き延びるのに有利

安心できる

なくても良い

水

ご飯
電源

毛布

お花

画面イメージ



実証内容・成果（参考資料）

６－４－５．区内学生枠の実証内容・成果

参考：ワークショップ関連資料

プロセス⑤

避難所の課題に係るインプット

• 足音、貴重品の管理方法、

収納スペースの確保等、避難

所における一般的な課題を列

挙した紙を配布

プロセス⑥

避難所の課題解決案を検討

• ここまでのインプットをもとに、避

難所における快適度を向上さ

せるグッズを検討

プロセス⑦

発表

• 検討したグッズについてグループ

ごとに発表

• 他グループの発表に対し感想を

述べあった

プロセス④

段ボールベッド・簡易トイレ
組み立て体験

• 避難生活をイメージするため、

段ボールベッド・簡易トイレの組

み立て体験を実施
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	２－２．業務アプローチ
	スライド 10: ２－２．業務アプローチ 令和4年度からの継続案件5件に加えて、6月に公募・審査により実証新規5件を選定し、 通年で計10件の実証を行い、成果報告をとりまとめる計画のもと、事業を推進しました
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	スライド 12: ３．実証テーマの設定 実証テーマ設定のステップを通じて、 スポーツ・文化・防災・地域福祉・区内学生枠の５つの実証テーマを設定しました
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	スライド 14: ３－２．実証実験案の作成 各テーマに応じた課題解決仮説リストを作成のうえ、19の実証実験案を設定しました 
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	スライド 19: ３－３．ステークホルダーとの調整 スタートアップは12社と計24回の面談を行いました 

	３－４．実証テーマの設定
	スライド 20: ３－４．実証テーマの設定 １２の実証テーマに絞りこみをかけながら、ステークホルダーとの面談を経て、 ５の実証テーマを設定しました
	スライド 21: ３－４．実証テーマの設定 １２の実証テーマに絞りこみをかけながら、ステークホルダーとの面談を経て、 ５の実証テーマを設定しました
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	スライド 25: ４－１．作業アプローチ（公募・選定準備） ５月～６月にかけて「公募・選定準備」を実施しました 

	４－２．公募・選定の設計
	スライド 26: ４－２．公募・選定の設計 事例創出に向けた参加数の確保が必要であることや事業趣旨に鑑み、 信頼性要件を重視し、スタートアップ企業としての縛りは緩和しました
	スライド 27: ４－２．公募・選定の設計 「実証実験の実現性」 「社会課題解決への寄与」「区内企業との連携効果」の 評価観点から審査を行い、スタートアップ企業を選定しました
	スライド 28: ４－２．公募・選定の設計 一般枠と学生枠を分けた形での公募・審査を実施することとしました 
	スライド 29: ４－２．公募・選定の設計 公募・審査の条件は次のとおり設計しました 
	スライド 30: ４－２．公募・選定の設計 多面的な評価及び応募数の絞り込みを行うために、 一次書類審査・二次プレゼン審査を経て、スタートアップ企業を選定することとしました
	スライド 31: ４－２．公募・選定の設計 選定基準を評価可能な体制を構築することとしました 
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	スライド 33: ４－２．公募・選定の設計 一次審査は各区政現場の主査級で審査し、 二次審査は外部審査委員を含む４名体制で実施することとしました
	スライド 34: ４－２．公募・選定の設計 10週間の公募・審査期間を経て、スタートアップ企業を選定することとしました 
	スライド 35: ４－２．公募・選定の設計 区ホームページを一元的な窓口とし、募集状況を随時共有しながら、弊社が事務局として、スタートアップ企業と区の間に立ち、質疑応答を行う他、応募を促進することとしました
	スライド 36: ４－２．公募・選定の設計 弊社からの個別案内、墨田区の各窓口での案内、TUSのイベント等を通じて、 各スタートアップ企業にアプローチし、応募数の増加を図ることとしました
	スライド 37: ４－２．公募・選定の設計 即応および速報性が必要な参加申込、区内企業調整希望票については都度共有し、 参加状況の把握と区内企業へのエスカレーションを行うこととしました
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	スライド 38: ４－３．公募資料の作成 公募に係る資料として 「申請の手引き」「評価基準」 「実証実験報告書」 「実証実験計画書」を作成しました

	４－４．公募のプロモーション
	スライド 39: ４－４．公募のプロモーション 本事業の公募開始にあわせて、「TOKYO UPGRADE SQUARE」「千葉大学」「iU」で 説明会を兼ねたプロモーションを実施しました
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	スライド 40
	スライド 41: ５．公募・選定 実証テーマ設定、公募・選定のステップを通じて、スポーツ・文化・防災・地域福祉・ 区内学生枠の５つの実証テーマ・スタートアップ企業を選定しました

	５－１．作業アプローチ（公募・選定）
	スライド 42: ５－１．作業アプローチ（公募・選定） ５月～６月にかけて「公募・選定」を実施しました 
	スライド 43: ５－１．作業アプローチ（公募・選定） 10週間の公募・審査期間を経て、スタートアップ企業を選定しました 

	５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果
	スライド 44: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 ５月から約１カ月をかけて、申込・質問対応、応募書類提出のとりまとめを行いました 
	スライド 45: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 一般枠は13社の応募がありました 
	スライド 46: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 区内学生枠は10社の応募がありました 
	スライド 47: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 16の質問応募があり、回答の対応を行いました 
	スライド 48: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 13社からの調整希望があり、貴区と連携して対応を行いました 
	スライド 49: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 一般枠は13社の最終応募となりました（辞退なし） 
	スライド 50: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 区内学生枠は8社の最終応募となりました（2社辞退） 
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	５－４．審査会の運営・選定結果
	スライド 52: ５－４．審査会の運営・選定結果 多面的な評価及び応募数の絞り込みを行うために、 一次書類審査・二次プレゼン審査を経て、スタートアップ企業を選定しました
	スライド 53: ５－４．審査会の運営・選定結果 審査に向けた準備資料として、公募資料に加えて審査委員用資料等を作成しました 
	スライド 54: ５－４．審査会の運営・選定結果 一般枠の二次審査は以下の方法で実施しました 
	スライド 55: ５－４．審査会の運営・選定結果 区内学生枠の二次審査は、PRや区内学生の意欲喚起を行う実施目的に鑑み、 イベント形式（発表はピッチ形式）での開催としました
	スライド 56: ５－４．審査会の運営・選定結果 二次審査を経て、「VALUECARE」「GATARI」「STYLY」「BAKUAGE」「Spice」の ５社を採択しました

	６．実証実験の内容・成果
	スライド 57
	スライド 58: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、 各実証において社会実装の可能性が見出せる結果となりました
	スライド 59: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、 各実証において社会実装の可能性が見出せる結果となりました
	スライド 60: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、 各実証において社会実装の可能性が見出せる結果となりました
	スライド 61: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、各実証においてサービス・プロダクトの有用性が認められる結果となりました
	スライド 62: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、各実証においてサービス・プロダクトの有用性が認められる結果となりました
	スライド 63: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、各実証においてサービス・プロダクトの有用性が認められる結果となりました
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	スライド 65: ６－２．実証実験の準備・実証実験プランの作成 弊社による週次の進捗管理、関係者による隔週での進捗管理、 緊急時のサポートにもとづき運用管理を実施しました
	スライド 66: ６－２．実証実験の準備・実証実験プランの作成 各フェーズにおける必要なドキュメントを作成・整理しました 
	スライド 67: ６－２．実証実験の準備・実証実験プランの作成 各フェーズにおける必要なドキュメントを作成・整理しました 
	スライド 68: ６－２．実証実験の準備・実証実験プランの作成 各フェーズにおける必要なドキュメントを作成・整理しました 
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	スライド 71: ６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果 「産業」テーマは、中規模～零細を含む区内企業におけるDXの土台づくりの再現性が検証でき、中小企業におけるDX推進のモデルを構築して水平展開の可能性が高まりました
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	スライド 75: ６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果 スタートアップ視点における成果として、事務局との接点を通じて、中小企業のDX推進の成功モデル・地域への水平展開モデルの構築まで見出すことができました
	スライド 76: ６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果 区政現場視点における成果として、本実証が区内企業の成長・PR機会となり、産業振興に資するものとなりました。今後は区内での社会実装・区外への水平展開が期待されます
	スライド 77: ６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果 区内企業視点における成果として、自社におけるDX推進の土台づくりや成長機会などが得られました。2年目の企業は、ノウハウを新規事業に生かせる可能性まで見出せました
	スライド 78: ６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果 実証実験の成果を踏まえた今後の展望として、VM社を軸にした墨田区内での水平展開を進めていくことで、区内ものづくり企業との共創を通じたモデル展開に繋がります

	６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果
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	スライド 80: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 「防犯」テーマは、メガバンクと連携した特殊詐欺被害防止XRの運用を通じて、学習効果 だけでなく、金融機関のコミュニケーションツールとしての社会実装の可能性を見出しました
	スライド 81: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 参考：開発したプロトタイプ（特殊詐欺被害防止ＶＲ）の画面 
	スライド 82: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 参考：開発したプロトタイプ（特殊詐欺被害防止ウェブ版）の画面 
	スライド 83: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 参考：特殊詐欺被害防止セミナーの様子 
	スライド 84: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 実証実験の成果として、XR学習×DX講座×スマホ学習による有効性を検証したことに加え、金融機関における社会実装の可能性を見出すことができました
	スライド 85: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 スタートアップ視点における成果として、自社の成長機会・共創のステークホルダーの獲得に繋がり、金融機関における社会実装の可能性を見出すことができました
	スライド 86: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 本実証実験は、区政現場の関与はありませんでした 
	スライド 87: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 協業先である三井住友銀行における成果として、スタートアップとの関係構築や事業転換の機会獲得に加えて、自社における新規事業の創出を見出すことができました
	スライド 88: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 実証実験の成果を踏まえた今後の展望として、金融機関における社会実装モデルの確立のうえ導入実績をつくることで、プロトタイプが実装された有望事例となることを目指します

	６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果
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	スライド 90: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 「健康・福祉」テーマは、高齢者向けのB2C及び健康経営企業向けのB2B双方での有効性が得られ、他自治体への水平展開や新サービス開発などビジネス展開が加速しました
	スライド 91: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 参考：プログラム概要（株式会社竹徳） 
	スライド 92: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 参考：プログラム概要・トレーニングの様子（高齢者向けプログラム） 
	スライド 93: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 参考：販路拡大を見据えた成果報告会の開催 
	スライド 94: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 実証実験の成果として、高齢者向け事業のモデル構築と水平展開、区内企業との連携を通じた健康経営向けのサービス開発を通じて社会実装の可能性を見出すことができました
	スライド 95: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 スタートアップ視点における成果として、高齢者向け事業のモデル構築と水平展開、健康経営向けのサービス開発を通じて社会実装の可能性を見出すことができました
	スライド 96: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 区政現場視点における成果として、本実証が高齢者の生きがいづくり・健康機会づくりへ寄与するものとなった他、スタートアップとの区事業での連携可能性が生まれました
	スライド 97: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 区内企業・団体視点視点における成果として、区内民間企業にとって自社のPR・事業加速の機会獲得や、区内大学にとって研究促進・関係深化の機会の獲得に繋がりました
	スライド 98: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 実証実験の成果を踏まえた今後の展望として、健康経営企業向けのサービス導入を図ることで、プロトタイプが区の課題解決に資する形で実装した有望事例となることを目指します
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